
子供はまだ数歳のうちに学科の勉強を始めるべきか、という意見に賛成か、反対か？ 

[ポイント] 脳の発達、社会的スキル、優先順位、子供の関心 

今日では、ガキがまだ数歳のうちにできるだけはよ学習を始めた方が効果的だとよぉ言わ

れとりまっせ。 

ウチの考えでは、ガキはもっとはよから勉強を始めるべきやと思とりまっせ。その理由は

２つあんねん。 

まず、学校に入る前にその科目を教えたほうがええと思うのやねん。 

はよから学習することで、脳が刺激され、社会生活が向上するんやし 

外国語の発音は、大人よりも未熟なガキのほうがはるかに簡単やねん。 

第二に、おぼこいガキに教育を施すことで、社会的な人間関係を改善し、家庭学習を通じ

て家族の絆を強めたり、 

地元の先生による授業でガキたちの間に共同体意識が芽生えまっせ。 

結論としぃ、人生の早い段階で勉強を始めたガキは、２つの理由から将来成功する可能性

が高いと言えるんでっせ。 

それは、活発な心と強い社会的絆やねん。 

より多くの人が電気自動車に乗るべきか？ 

[ポイント] 環境にやさしい、快適、コスト、長距離の移動 

一般的に、人々は電気自動車に乗るべきやないと考えとんねん。 

ウチは、２つの理由から、ようけの人が電気自動車に乗るべきやないと考えとんねん。 

まず、電気自動車は、地球温暖化の主な原因である二酸化炭素を排出しまへん。 

とは言うても、リサイクルの際にバッテリーを廃棄する際には、二酸化炭素を排出すると

言われとんねん。 

確かに、排気ガスに含まれる有害物質が環境を破壊しとるのは事実やねん。 

やけど、ハイブリッドカーが普及することで、その問題は軽減されるはずやねん。 

また、水素自動車っちゅう選択肢もあんねん。 

次に、電気自動車の維持費は、ガソリン車に比べてはるかに安いようやねん。 

インフラはまだ整備されていまへんが。 

結論としては、２つの理由から、ようけの人が電気自動車に乗るべきやないと思とんね

ん。 

二酸化炭素を排出せぇへんハイブリッドカーや水素自動車もあんねん。 

在宅ワークは今後もっと普及するか？ 

[ポイント] ワークスケジュール、親の高齢化、自己管理、グループの調和 

在宅勤務についてはいろいろな意見があんねん。 

ウチは、２つの理由から、今後ますますようけの労働者が在宅勤務をするようになると考

えとりまっせ。 

まず、コンピュータ技術の発達により、よりようけの労働者が自宅で仕事ができるように

なんねん。 

例えば、自宅でビデオ会議を開いたり、電子メールを交換したり、 

ビデオチャットで日々の進捗状況を確認したりすることができるんでっせ。 

第二に、在宅勤務は柔軟なスケジュールで働くことを可能にし、高齢の両親の世話や病院

への付き添いをすることができたり、 

病院に連れて行くことができんねん。 

急速に進む高齢化社会において、労働者のニーズが高まるにつれ、在宅勤務がますます一

般的になっていくことは間違いおまへん。 

結論としぃ、今後、在宅勤務の労働者は２つの理由から増加すると考えとりまっせ。 

コンピュータ技術の発展と柔軟性の向上やねん。 

政府は公共サービスを改善するため税金を上げるべきだ、という考えに賛成か、反対か？ 



[ポイント] 高齢化社会、教育、非効率、経済 

一般的に、増税はあまり人気がなく、ほとんどの人が受け入れられへんと思とりまっせ。 

ウチは、政府が公共サービスを向上させるために増税すべきだっちゅう考えには、２つの

理由から反対やねん。 

第一に、増税は直接的な公共サービスの向上やのうて、 

複雑な官僚的プロセスや納税者のお金の不適切な使い方であるんやね。 

不透明で、公共サービスの質に深刻な影響を与えるものやと思とりまっせ。 

第二に、増税は人々の可処分所得や購買力を低下させ、 

国民経済を弱体化させ、その結果、政府の税収が減り、 

公共サービスの質も低下するんでっせ。 

結論としぃ、ウチは政府が公共サービスを向上させるために増税をすべきやないと考えと

りまっせ。 

その理由は２つありまんねん。税金の使い道が不透明であること、 

ほんで社会に悪い影響を与えるからやねん。 

パック旅行は最良の選択だ、という意見に賛成か、反対か？ 

[ポイント] 利便性、旅行者の保護、柔軟性、現地の習慣 

パッケージ旅行が最良の選択であると考える人もいれば、そうやないと考える人もいるん

ですわ。 

個人的には、２つの理由からパッケージ旅行がベストチョイスやと思とんねん。 

まず、パッケージ旅行は人々にようけの利便性を提供しまっさ。 

例えば、自分で旅行の手配をする手間が省けますし、 

ツアーガイドの助けを借りてようけの観光地を効率的に回り、 

旅を満喫することができんねん。 

次に、ツアーガイドは、盗難や交通事故などの緊急事態への対応の経験が豊富なんですわ 

旅行中のトラブルからお客様をお守りをしてみたりしぃ 

また、現地の人との文化の違いによるトラブルを回避することができんねん。 

結論としぃ、パッケージ旅行は２つの理由から最適な選択やと思とんねん。 

利便性と安全性やねん。 

人びとは医者や薬に頼りすぎだ、という意見に賛成か、反対か？ 

[ポイント] 過剰投薬、健康診断、バランスの取れた食事、病気からの回復 

人は医者や薬に頼りすぎとるって思う人もいれば、そうでない人もいる。 

ウチは次の２つの理由から、人々が過度に彼らに依存しとるっては思わん。 

まず、人々の健康意識が高まっとること。 

ほとんどの人が健康のために定期的に予防医学を実践しとりますし、自宅でもジムに通っ

たり、 

家では高カロリーの食品を避け、バランスのとれた食事をしとりまっせ。 

次に、健康問題を予防する手段としぃ、ようけの人が定期的に健康診断や人間ドックを受

けとりまっせ。 

企業では従業員に定期的な健康診断を義務付きとりますし、 

それにやね、地方自治体では市民を対象とした健康診断を実施しとりまっせ。 

結論としぃ、ウチは、人々が医者や薬に過度に依存しとるっては思わん。 

それは、予防医学と定期健康診断やねん。 

ワークシェアリングを奨励すべきか、という意見に賛成か、反対か？ 

[ポイント] 生産性、人件費、労働時間、所得格差 

ワークシェアリングを推進すべきだっちゅう人もいれば、反対の人もいるやろ。 

個人的には、次の２つの理由から、ワークシェアリングはもっと奨励されるべきやと思

う。 



第一に、ワークシェアリングは失業率を下げる。 

ワークシェアリングによって失業率が下がるのは、よりようけの企業が低賃金・低待遇で

従業員を雇用できるようになるからやねん。 

特に、ボウズのいる女性や健康な高齢者のような人たちに、よりようけの仕事の機会を提

供することができるんですわ、 

おまけにフルタイムの仕事に就く必要がなく、働く機会が増えるからやねん。 

第二に、ワークシェアリングによって、企業はより効率的に従業員を雇用することができ

んねん。 

労働時間が短縮されることで、明らかに生産性が向上するねんなぁ。 

個人の可能性を最大限に発揮できることは間違いおまへん。 

結論としぃ、ウチは２つの理由からワークシェアリングをもっと奨励すべきやと思とんね

ん。 

雇用機会と生産性の向上やねん。 

政府はホームレスを助けるべきか？ 

[ポイント] 職業訓練、犯罪を犯す、経済的支援、責任を負う 

政府がホームレスを助けるべきかどうかっちゅう問題は、しばしば議論の対象となんね

ん。 

ウチは、２つの理由から、政府はホームレスを助けて貧困から抜け出させるべきやと思と

りまっせ。 

まず、人々には政府から福祉を受ける基本的な人権があんねん。 

困難な生活環境に置かれとるホームレスを助けるために、政府は責任を負うべきやと思う

のやねん。 

厳しい生活環境にあるホームレスを支援し、経済的支援や職業訓練を行う必要があると思

とりまっせ。 

第二に、ホームレスの救済は、公共の安全につながんねん。 

ホームレスによる犯罪が発生しとるのは事実やと思とりまっせ。 

飢えて食事をしたり、お金のために人を襲ったりといった犯罪があるのは事実やと思とり

まっせ。 

結論としぃ、政府は２つの理由からホームレスを支援すべきやと思とりまっせ。 

基本的人権と公共の安全やねん。 


